
月

日
現
在
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25

《
呼
び
か
け
人
》

人
38

《
会
員
》

人
・
５
団
体

66

《
賛
助
会
員
》

人
65

個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

225号
2022年11月25日

憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第225号（１）

＜内容＞ ➊ 「市民 創 王子公園 」 発表会その の る ビジョン の

その シンポジュウム➋

コロナ あり●12月11日（日）午後２時～ 入場無料 対策
●動物園ホール

電話：０７８０－２００－６３６１主催：王子公園・市民ミーティング実行委員会

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

軍拡よりも生活防衛を／王１めん
子公園・市民ミーティング

防衛費増強は、国民の負担２めん
／先輩・仲間の団体から増

「首相早く辞めて」が４３％／ボ３めん
クの昭和（連載）／いのち

講演会「森近運平と神戸」／川４めん
柳／編集後記

今
年
も
も
う
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
に
、
い
っ
た
い
物
価
は
ど

こ
ま
で
上
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。

消
費
者
物
価
も
、
医
療
費
の
窓
口

負
担
も
、
家
畜
の
飼
料
代
も
値
上

げ
で
す
。

上
が
ら
な
い
の
は
み
ん
な
の
賃
金

と
生
活
水
準

「
責
任
者
、
出
て
こ

。

い
！
」
と
怒
鳴
り
た
く
な
り
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
テ
コ
に
軍
事

増
強
に
ひ
た
走
る
岸
田
政
権
。
無
茶

苦
茶
な
物
価
高
の
世
の
中
な
の
に
、

そ
の
例
外
が
軍
拡
予
算
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
戦
争
予
算
を
増
や
す
な
、
国
民

の
生
活
守
れ
！
」
と
み
ん
な
で
声
を

上
げ
行
動
し
、
平
和
を
守
る
た
め
政

治
を
変
え
よ
う
！

市民が維新を阻止 尼崎市長選挙（11月20日）で
当選した松本真さんに花束を送る稲村和美市長

かつて「大砲かバターか」とも言われた「戦争と平和」
の問題。ウクライナ侵攻がまだないとはいえ、昨年6月
には日経新聞も「コロナ禍 大砲よりバター」と。



毎
日
の

、

日
の
調
査
で
は
岸

19

20

田
首
相
に
「
早
く
辞
め
て
ほ
し
い
」

の
回
答
が
全
体
の

％
と
最
も
多

43

く
、
自
民
党
支
持
者
で
も

％
に
。
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▼
私
の
父
母
に
は

多
く
の
兄
弟
・
姉

妹
が
い
た
。
当
時

は
、
ど
こ
の
家
庭
も
当
た
り
前
の
子

だ
く
さ
ん
。
ど
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
が
あ
る

が
、
母
の
兄
に
当
た
る
伯
父
さ
ん
だ

け
は
、
ま
る
で
記
憶
が
な
い
。

▼
伯
父
さ
ん
が
死
亡
し
た
の
は
昭

和

年
、
戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
、

19
記
憶
が
な
く
っ
て
当
然
。
死
亡
の
原

因
は
南
方
で
の
戦
死
だ
っ
た
。

▼
夏
休
み
、
母
の
実
家
に
行
っ
た

時
、
お
盆
の
時
期
で
先
祖
の
墓
参

り
、
連
れ
ら
れ
て
墓
地
へ
。
こ
れ
が

伯
父
さ
ん
の
墓
だ
よ
と
教
え
ら
れ

た
が
、
子
ど
も
の
目
に
も
分
か
る
立

派
な
墓
。
後
で
母
か
ら
聞
く
と
母
の

父
（
私
の
祖
父
）
が
、
亡
く
な
っ
た
息

子
（
伯
父
さ
ん
）
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
期

待
し
て
い
て
、
そ
の
無
念
さ
が
墓
に

現
れ
て
い
る
そ
う
な
。

▼
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
軍
人
、

市
民
が
、
無
慈
悲
に
穴
の
中
に
集

団
で
放
り
込
ま
れ
た
り
し
て
い
る
。

本
会
ニ
ュ
ー
ス
５
月
号
で
紹
介
し
た

「
母
の
墓
の
前
で
佇
む
少
年
」
。
彼
の

母
は
、
木
切
れ
と
破
れ
布
の
粗
末

な
墓
標
で
庭
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

▼
墓
の
大
小
、
立
派
さ
加
減
に
よ

ら
ず
、
人
の
命
の
大
切
さ
は
古
今

東
西
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第225号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第225号2022年11月25日

■
中
学
３
年
に
な
っ
て
、
ど
こ
の
高
校
へ行
く

の
か
を
考
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
都
立
高
校
は
学
区
合
同
選
抜
制
度
を
採
っ

て
い
ま
し
た
。
３
か
ら
４
つ
の
区
で
学
区
を
構

成
し
、
学
区
内
の
都
立
高
校
の
募
集
人
数
分

の
合
格
者
を
ま
ず
選
抜
し
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
選
抜
の
枠
内
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
第
一
志

望
校
に
は
落
ち
て
も
ど
こ
か
の
都
立
高
校
に

は
入
れ
る
わ
け
で
す
。

■
ボ
ク
が
住
ん
で
い
た
世
田
谷
区
は
、
新
宿
、

渋
谷
、
目
黒
区
と
と
も
に
第
二
学
区
で
し
た
。

こ
こ
に
は
新
宿
、
戸
山
と
い
っ
た
有
名
進
学
校

を
は
じ
め

校
の
都
立
普
通
科
高
校
が
あ
る
。
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ま
あ
悪
く
て
も
１
０
０
０
人
ほ
ど
の
選
抜
枠

内
に
は
入
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
で
す
。
と

に
か
く
都
立
高
校
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た

ボ
ク
に
と
っ
て
は
、
あ
り
が
た
い
制
度
で
し
た
。

■
あ
る
時
学
校
の
図
書
室
で
、
第
二
学
区
に

は
ど
ん
な
高
校
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
高
校

案
内
の
本
を
見
て
み
ま
し
た
。
パ
ラ
パ
ラ
見
て

ゆ
く
と<

青
山
高
校

神
宮
の
森
に
囲
ま
れ
て

環
境
す
こ
ぶ
る
良
好>

と
あ
り
ま
し
た
。
い
い

じ
ゃ
な
い
の
。<

図
書
も
充
実>

。
い
い
じ
ゃ
な
い

の
、
い
い
じ
ゃ
な
い
の
、
こ
こ
に
し
よ
う
か
な
。

新
宿
高
校
は
前
を
通
っ
た
時
、
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
て
印
象
が
悪

か
っ
た
。
そ
こ
を
出
た
従
兄
の
Ｔ
さ
ん
も

「
ろ
く
な
学
校
じ
ゃ
な
い
。
止
め
た
ほ
う
が

い
い
」と
言
っ
て
い
た
し
・・・。
と
い
う
の
で
青

山
高
校
に
決
め
た
ん
で
し
た
。

■
行
っ
て
み
る
と
、
高
校
は
神
宮
球
場
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
。
文
化
祭
の
準

備
で
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
時
に
は
、
球
場
の

太
い
柱
の
陰
で
寄
り
添
っ
て
い
る
二
人
を

目
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。
校
門
の
真
ん
前

に
は
青
山
の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
。
中
央
線
に

乗
れ
ば
新
宿
、
地
下
鉄
な
ら
渋
谷
へす
ぐ

出
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
環
境
す
こ
ぶ
る
良

好
な
の
で
あ
り
ま
し
た
。

■
当
時
の
都
立
高
校
の
選
抜
試
験
は
９
教

科
９
０
０
点
満
点
と
い
う
も
の
。
第
一
志

望
で
試
験
を
受
け
て
、
そ
の
時
第
二
志
望
、

第
三
志
望
校
ま
で
書
い
て
お
く
。
美
術
、

音
楽
、
体
育
で
点
数
を
か
せ
い
だ
ボ
ク
の

総
合
点
数
は
悪
く
無
か
っ
た
の
で
、
第
一

志
望
の
青
山
高
校
に
入
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
し
た
。

理
事
長
）

（な
る
み
や
す
し

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・元

許すな！憲法改悪・市民連絡会

● （258号）私と憲法
・戦争への道をつきすすむ岸田政権を打倒し
よう－「国葬」反対の世論を動かした市民
の草の根の運動

神戸学生青年センター

農を志す人、農に思いを寄せる人のための●農塾

愛媛県内子町にある茶園の二代目としてオー
ガニックのべにふうき紅茶・緑茶作り。
・東 晃佑さん（にのらく茶園）
・12月3日（土）午後3時30分～4時30分

参加費無料・ウエスト100（本館）1階
● （12月集会）神戸・南京をむすぶ会

林伯耀さん
「関東大震災100年－中国人虐殺事件」

・12月8日（木）午後6時30分～8時30分

・ウエスト100（本館） 参加費1000円

総がかり行動兵庫 11．30憲法集会

・11月30日（水）午後6時30分～
・中央区文化センター 1階多目的ルーム
（市役所西側・新中央区役所の建物）

「戦争を回避する日本の戦略」
資料代500円柳澤 協二（元。防衛官僚）

グ
ラ
フ
は
東
京
新
聞

折
れ
線
グ
ラ
フ
は
日
経
新
聞

【
ミ
ニ
解
説

「
３
年
ぶ

】

り
に
２
％
台
回
復
」
の

２
２
春
闘
？
そ
ん
な
見

出
し
に
浮
か
れ
る
訳
に

は
い
か
な
い
。
下
図
の

消
費
者
物
価
の
伸
び
を

見
て
も
、
上
の
賃
金
と

物
価
の
伸
び
グ
ラ
フ
を

見
て
も
。

し
か
も
、
年
度
の
途

中
や
昨
年
の
デ
ー
タ
だ

っ
た
り
で
、
現
実
の
生

活
破
壊
は
も
っ
と
凄
ま

じ
こ
と
に
？
い
や
、
も

う
既
に
な
っ
て
る
！

「
官
製
春
闘
」
も
、
い
つ
の
間

に
か
立
ち
消
え
。
大
企
業
の
内
部

留
保
金
を
財
源
に
す
る
防
衛
費
増

強
の
話
も
消
え
る
み
た
い
。

10月から医療費の自己負担が増えてるのに
介護保険の保険料が増え、一方で利用できる
介護サービスは減る、やらず・ぶったくり！

物
価
の
急
上
昇
、
医
療
費
な
ど

負
担
増
に
苦
し
む
国
民
へ
、
ど
ん

な
手
立
て
を
す
る
か
、
ま
ず
政
治

の
と
る
道
で
は
な
い
か
！

毎
日
新
聞

月

日

11

21



●12月17日（土） 午後2時～

●神戸学生青年センター・ウエスト１００（本館）２Fホール
（ を へ）阪急六甲駅下車 線路南側 西

＜主催> 大逆事件を明らかにする兵庫の参加費：800円 ※ 着用 願マスク を います

（４）2022年11月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第225号

▼
劣
化
が
ヒ
ド
イ
大
臣

と
国
会
議
員
、
三
代
目

の
原
子
力
規
制
委
員
長

は
規
制
よ
り
忖
度
得
意

▼
「
や
り
た
い
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
が
疲
れ

て
で
き
な
い
」
コ
ロ
ナ

後
遺
症

「
や
り
た
い
こ

、

と
が
な
い
」
の
が
う
つ

病
っ
て
、
本
当
か
な
？

▼
今
回
同
封
の
カ
ラ
ー

ビ
ラ
「
森
近
運
平
と
神

戸

、
井
上
力
さ
ん
の
セ

」
ン
ス
い
っ
ぱ
い
。

▼
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
２。

０
２
２
年
も
わ
ず
か
に

。

ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い

エ
ッ
う
そ
！

新
曲
買
っ
て
と

国
会
で

ホ
ン
ト
で
す
。
中
条
き
よ

し
が
国
会
審
議
の
中
で
自

身
の
新
曲
買
っ
て
と
セ
ー
ル

ス
。
ウ
ソ
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。
維
新
の
不
祥
事
は
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
国
会
で
セ
ー

ル
ス
や
る
か
ね
。

「
お
は
よ
う
川
柳
」（

・

）

11

21

２
０
１
９
年
４
月

日
、
森
近
運
平
・
墓
前
祭
で
あ
い
さ

21

つ
す
る
森
山
誠
一
さ
ん
（
語
る
会
・
会
長
）
。

後
ろ
の「
碑
」
に
は「
父
上
は
怒
り
玉
い
ぬ
我
は
泣
き
ぬ

さ
め
て
恋
し
き
故
郷
の
夢
」
と
、
森
近
運
平
の
句
が
堺
利

（
岡
山
県
井
原
市
高
屋
町
）

彦
の
揮
毫
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

森 近 運 平 の 生 涯

◆森近運平 1881年１月20日 岡山県後月郡高屋村 現 井原市は に （ ・
しつき いばら

高屋町 生 。大逆事件 連座 、1911年１月24日）に まれた に したとされ
処刑 12人 一人 。に された の である

◆岡山県立農事講習所 現県立高松農業高校 卒業 岡山県職員（ ） し
となるも に （ いろは ）を、1904年 週刊『平民新聞』読者会 岡山 倶楽部
結成、 戦時国債 不買 呼 演説 免官。さらに の を びかける をしたなどで
◆05年 大阪平民社 創設、06年 日本社会党 結党 参加には を には の に
、評議員兼幹事 。07年 、『大阪平民新聞』 同年11月し となる には （

『日本平民新聞』 改題 創刊。堺利彦 幸徳秋水 寄稿 。と ）を や らが した
◆09年、内部 思想対立 倫理的 対立 、岡の （ な ともいわれる）のため
山 帰郷、地元 温室栽培 農業改良運動 進 。に で などの を めていた
しかし に わったとして の たちの に◆ 、大逆事件 関 、地元 人 嘆願運動

もかかわらず が された（ ） となった の、死刑 執行 享年30歳 。有罪 他
仲間 同様、当時 政府 上 事件、冤罪 。と の によるでっち げ である

の では を る がつくら◆森近運平 地元、岡山県井原市 「森近運平 語 会」
活動 続 。森山会長 高屋村出身 。れ が けられています も です

神戸と森近運平？

1904年に「平民新聞」の読

者会「神戸平民倶楽部」を神

戸在住の小松丑治、岡林寅松

が中心になって結成。元町6

丁目の元六倶楽部で社会主

義講演会などを開催。

当時、大阪で活動中の森近

運平、荒畑寒村や、また新宮

から大石誠之助も神戸へ来

援。大阪は西日本の中心

で、その大黒柱は森近運平

でした。


